
群馬県による朝鮮人慰霊碑の撤去代執行を許さない 

1 月 29 日、群馬県（山本一太知事）は、県立公園群馬の森に設置されていた「記憶 反省 そして友

好」と書かれた朝鮮人追悼碑を、最高裁判決に従うとして撤去の強制代執行を行い、碑が掲げていたプ

レート以外の部分を破壊した。追悼碑の裏面には、「かつてわが国が朝鮮人に対し、多大の損害と苦痛

を与えた歴史の事実を深く記憶にとどめ、心から反省し（中略）過去を忘れることなく、未来を見つ

め、新しい相互の理解と友好を深めていきたいと考え、ここに労務動員による朝鮮人犠牲者を心から

追悼するためにこの碑を建立する」とその理由が書かれていた。この碑は、2004 年に県議会が全会一

致で設置を決定している。この碑文が歴史的に見て至極まっとうなことは、1995 年の村山首相談話な

ど、歴代内閣が公式に維持してきた歴史認識から考えれば明らかだ。平和フォーラムは、県による暴挙

が歴史修正主義の跋扈をさらに助長し、ひいては東アジア諸国との関係悪化を招きかねないことに、

大きな懸念を抱いている。 

差別発言を繰り返してきた自民党の杉田水脈議員は、「嘘のモニュメントは日本に必要ありません」

「日本国内にある慰安婦や朝鮮半島出身労働者に関する碑や像もこれに続いてほしいです」と自身の

X（旧ツイッター）に投稿した。また、ニュースの投稿欄では「平穏な公園が戻って来るのは嬉しい限

りです」「やっと捨てることが出来たようだ！おめでとう～」など差別発言が繰り返されている。県お

よび県知事の行為は、このような歴史修正主義者やレイシストを喜ばせ、市民社会に分断をもたらす

もので決して許されない。 

慰霊碑撤去に至る発端は、植民地時代における朝鮮半島出身者の強制連行はなかったとして、全国各

地の朝鮮人慰霊碑の撤去を迫る「日本女性の会・そよ風」が、2014 年に群馬県へ提出した追悼碑撤去

の請願だ。自民党議員を中心として県議会が請願採択した直後に、県は追悼碑設置期間の延長不許可

を決めた。県の短慮が問題を大きくした。市民らで構成する「追悼碑を守る会」は、地裁に不許可の取

り消しを求めて提訴、一審は「不許可は裁量権の逸脱」として原告勝訴の判決を言い渡したが、控訴審

は「強制連行の事実を訴えたい」などの追悼集会での発言内容が「追悼碑の中立性を失する」などの理

由をつけて県の不許可を認める逆転判決を出し、最高裁は 2022 年上告棄却として控訴審判決が確定し

た。歴史に光をあてようとしなかった司法判断も糾弾されるべきである。 

戦後 50 年の節目に出された村山首相談話には、「私は、我が国の侵略行為や植民地支配などが多くの

人々に耐え難い苦しみと悲しみをもたらしたことに対し、深い反省の気持ちに立って、不戦の決意の

下、世界平和の創造に向かって力を尽くしていくことが、これからの日本の歩むべき進路であると考

えます」と書かれている。これは、広くアジア諸国へ発出されたもので、日本社会の世界への約束であ

り、私たちは決して忘れてはならない。 

昨年 10 月、ユン・ドクミン（尹徳敏）駐日韓国大使は、兵庫県相生市を訪れ、戦時中同市の造船所に

朝鮮半島から連行され死亡した人々を慰霊する「韓国朝鮮人無縁仏之碑」に献花し「慰霊碑への関心を

持ち続けて欲しい」と呼びかけた。日本全国に少なくとも 150 カ所以上の朝鮮人関連追悼碑があると

いわれている。多くの碑が、在日同胞と地元市民によって設置されたものだ。全国の慰霊碑が、心ない

人々の讒言によって撤去されることのないよう、私たちはユン大使の言葉に耳を傾けなくてはならな

い。 

平和フォーラムは、歴史修正主義、レイシズムを許さず、歴史の真実に向き合い、アジア諸国との新し

い友好の関係を築くよう今後もとりくんでいく。 
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